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アトピー性皮膚炎の新規抗体療法の開発
―皮膚炎症と痒みの同時制御に成功―
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アトピー性皮膚炎診療ガイドライン2021 日本皮膚科学会

◯増悪と軽快を繰り返す掻痒のある湿疹を主病変とする疾患

◯アトピー性皮膚炎の診断基準

1.瘙痒
2.特徴的皮疹と分布
・皮疹は湿疹病変
・左右対側性
・好発部位:前額，眼囲，口囲・口唇，耳介周囲，頸部，四肢関節部，体幹

3.慢性・反復性経過(しばしば新旧の皮疹が混在する) 
・乳児では2カ月以上，その他では6カ月以上を慢性とする

◯好発年齢：乳幼児期（3歳までの累積発症率約30%）
＞1歳6ヶ月までに発症→寛解率約70%
＞1歳6ヶ月から3歳で発症→寛解率約50%

アトピー性皮膚炎



◯スキンケア

◯アレルゲンの除去
◯薬物療法
古典的治療薬

・抗炎症外用薬

ステロイド外用薬
タクロリムス軟膏

・沈痒薬
抗ヒスタミン薬

・免疫抑制剤（シクロスポリン）

近年使用され始めた新たな薬剤

・生物学的製剤
抗IL-4受容体α抗体（デュピルマブ）
抗IL-31受容体A抗体（ネモリズマブ）

アトピー性皮膚炎の治療
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アトピー性皮膚炎における痒みを惹起するサイトカイン

インターロイキン31（IL-31）

IL-31は、IL-31RAとOSMRβの複合体を受容体として痒みを伝える
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IL-31
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オンコスタチンM (OSM)
炎症の制御など、多彩な作用を持つサイトカイン

OSMは、gp130とOSMRβの複合体を受容体として炎症を制御する

細胞外
細胞膜

細胞内

炎症の制御
(免疫細胞の誘導、IL-4Rαの発現促進など)

OSM

OSMRβgp130



実験方法1

Measurement of severity score, body weights,
and scratching behavior

14 31241

OSM

(day)Spontaneously-occurring
AD model mice

Sampling

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用



オンコスタチンMは
アトピー性皮膚炎を悪化させた

*Veh
OSM

OSM

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用



オンコスタチンMはアトピー性皮膚炎における
掻破行動を抑制しなかった

Veh
OSM

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用
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オンコスタチンMにより炎症がおこる

IL-31とオンコスタチンMの作用を
同時に抑えることでより効果的な
治療薬を開発できるかもしれない？

IL-31により痒みがおこる

アトピー性皮膚炎
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実験方法2

14 31241 (day)Spontaneously-occurring
AD model mice

OSMRβmAb
(7D2) : 20 μg

OSMRβ mAb
(7D2) : 100 μg

15

Measurement of severity score, body weights,
and scratching behavior

Sampling

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用



OSMRβ mAb (7D2)はアトピー性皮膚炎
の皮膚症状を改善した

Isotype
OSMRβmAb (7D2)

***
***

***

OSMRβmAb (7D2)

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用



Isotype
OSMRβmAb (7D2)

* *

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用

OSMRβ mAb (7D2)はアトピー性皮膚炎
の掻破行動を抑制した



OSMRβ mAb (7D2)は皮膚におけるかゆみや
炎症関連分子を抑制した

Isotype
OSMRβmAb (7D2)

Skin

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用



OSMRβ mAb (7D2)は痒みや炎症関連分子
の血中濃度を低下させた
Isotype
OSMRβmAb (7D2)

Isotype
OSMRβmAb (7D2)

Isotype
OSMRβ mAb (7D2)

Isotype
OSMRβmAb (7D2)

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用



OSMRβ mAb (7D2)は後根神経節における
かゆみ関連分子を抑制した

DRGs Isotype
OSMRβmAb (7D2)

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用



OSMRβ mAb (7D2)はアトピー性皮膚炎
の2型の炎症反応を抑制した

Isotype
OSMRβmAb (7D2)

Lymph node Spleen

Isotype
OSMRβ mAb (7D2)

The FASEB Journal. 2024, 38(1):e23359より引用
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